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私
わたし

は、今
いま

からだいたい 1300年
ねん

以
い

上
じょう

も前
まえ

の奈
な

良
ら

時
じ

代
だい

の少
すこ

し前
まえ

につくられ

た岩
いわ

手
て

県
けん

内
ない

で一
いち

番
ばん

古
ふる

い仏
ぶつ

像
ぞう

です。今日
き ょ う

はみなさんに私
わたし

、観
かん

音
のん

菩
ぼ

薩
さつ

につい

て知
し

っていただこうと思
おも

います。私
わたし

は観
かん

世
ぜ

音
おん

や観
かん

自
じ

在
ざい

ともいいます。こ

れらの名
な

前
まえ

には「世
よ

の音
おと

を自
じ

在
ざい

に聞
き

き取
と

る者
もの

」という意
い

味
み

があります。な

ぜこう呼
よ

ばれているかといいますと、「みなさんが苦
くる

しんでいる時
とき

に私
わたし

の

名
な

前
まえ

を懸
けん

命
めい

にとなえてくだされば、その音
おと

を観
み

てすぐに救
すく

う力
ちから

をもって

いる」からです。 

 

 私
わたし

の よ う に 如
にょ

来
らい

( 仏
ほとけ

)になろうと修
しゅ

行
ぎょう

しているものを菩
ぼ

薩
さつ

と

いいます。お地
じ

蔵
ぞう

さんも

修
しゅ

行
ぎょう

仲
なか

間
ま

です。 

宝
ほう

冠
かん

、ネックレス(瓔
よう

珞
らく

)

に腕
うで

輪
わ

(臂
ひ

釧
せん

)。これらは、

昔
むかし

のインドの貴
き

族
ぞく

がして

いたといわれるアクセサ

リーです。 

悟
さと

りを得
え

た如
にょ

来
らい

がアク

セサリーを全
まった

くつけてい

ないのとは違
ちが

って、菩
ぼ

薩
さつ

は

お釈
しゃ

迦
か

様
さま

が王
おう

子
じ

だったこ

ろをモデルとしているた

め、ありとあらゆるもので

身
み

を飾
かざ

っています。 

 頭
あたま

の 冠
かんむり

に 戴
いただ

いた

小
ちい

さな仏
ほとけ

様
さま

がみえます

か？ 私
わたし

の目
もく

標
ひょう

で尊
そん

敬
けい

し、お仕
つか

えする阿
あ

弥
み

陀
だ

さ

まを 冠
かんむり

につけていま

す。 

 これを、化
け

仏
ぶつ

といいま

す。 

2010年
ねん

９月
がつ
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史
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馬
ば

頭
とう

観
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世
ぜ

音
おん

菩
ぼ

薩
さつ

 

私
わたし

はより多
おお

くのみなさんをその人にあった方
ほう

法
ほう

で救
すく

うために、変
へん

身
しん

しま

す。千
せん

手
じゅ

観
かん

音
のん

、十
じゅう

一
いち

面
めん

観
かん

音
のん

、不
ふ

空
くう

羂
けん

索
じゃく

観
かん

音
のん

、馬
ば

頭
とう

観
かん

音
のん

、如
にょ

意
い

輪
りん

観
かん

音
のん

、そ

して姿
すがた

を変
か

える前
まえ

の私
わたし

・聖
しょう

観
かん

音
のん

をあわせて六
ろく

観
かん

音
のん

と呼
よ

ばれています。

ここでは、馬
ば

頭
とう

観
かん

音
のん

と如
にょ

意
い

輪
りん

観
かん

音
のん

を紹
しょう

介
かい

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上
うえ

の馬
ば

頭
とう

観
かん

音
のん

と如
にょ

意
い

輪
りん

観
かん

音
のん

は歴
れき

史
し

の展
てん

示
じ

室
しつ

に展
てん

示
じ

されています。ぜひ、探
さが

し

てみてくださいね。  

 

 如
にょ

意
い

輪
りん

観
かん

音
のん

です。右
みぎ

手
て

に持
も

っているのは、

思
おも

いのままに欲
ほ

しいも

のが手
て

に入
はい

る宝
ほう

珠
じゅ

で

す。みなさんを苦
くる

しみ

から救
すく

います。 

  

 私
わたし

は欲
よく

望
ぼう

や怒
いか

り、

憎
にく

しみからおこる悩
なや

みや苦
くる

しみ（煩
ぼん

悩
のう

）

を断
た

ち切
き

り、馬
うま

が草
くさ

を噛
か

むように噛
か

み砕
くだ

きます。煩
ぼん

悩
のう

に立
た

ち

向
む

かうために武
ぶ

器
き

を

持
も

ち、怒
おこ

ったような

顔
かお

をしています。 

 

モッちゃん 

 来
らい

月
げつ

（10月
がつ

）の 

けんぱくものしりシートは 

民
みん

俗
ぞく

－1だよ！ 

おたのしみに！ 
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参
さん

考
こう

にした本
ほん

『観
かん

音
のん

菩
ぼ

薩
さつ

 自
じ

在
ざい

に姿
すがた

を変
か

える救
きゅう

済
さい

のほとけ』株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

学
がく

習
しゅう

研
けん

究
きゅう

社
しゃ

 2004年
ねん

 

『図
ず

解
かい

・仏
ぶつ

像
ぞう

の見
み

分
わ

け方
かた

(増
ぞう

補
ほ

新
しん

装
そう

版
ばん

)』有
ゆう

限
げん

会
がい

社
しゃ

大
だい

法
ほう

輪
りん

閣
かく

 2003年
ねん

 


